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≡新用語解説（21）三 　　GPCP
（全球降水気候計画）

　GPCP（Global　Precipitation　Climatology　Project）

は，1986－1995年の10年間につき，全球の月積算降水量

を2．5。×2．5。の領域毎に求め，全球降水量データセット

として整備するものである．「気候変動の予測をより確

かなものとするには，地球上のどこでどのくらい雨が降

っているかを把握しておく必要がある」との認識から

1987年，世界気象機関（WMO）と国際学術連合が合同

で推進している世界気候研究計画（WCRP）の副計画と

して開始された．

　GPCPで利用する資料は，①40。N～40。S海上で対流

性の降水量を求めるための静止気象衛星の赤外放射デー

タ，②中緯度海上で前線性の降水量を求めるための極軌

道気象衛星のマイクロ波放射データ，③陸上の降水量を

求めるためのSYNOP報（地上の気象実況）とCLIM

AT報（地上の月平均気象観測値）および④トゥルース

（気象レーダやメソスケール雨量計網，観測船等による

雨量データ）である．

　当該資料から全球降水量データセットを作成する手

順を図示した．日・米・欧の衛星データに基づいて，

GSPDCおよびPSPDCが海上の積算降水量を算出，

GPCCが全球降水量データセット（含陸上の積算降水

量）を集大成する，という流れになっている．

　これと並行して，世界中の気候の違う地域を対象に，
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放射データの取得・加工。

衛星データから降水量を算出するアルゴリズムの国際比

較実験が行われている．これは，「気象衛星でわかる雲

の温度や分布などから降水量を推定する方法」を各国が

持ちより，同一の観測データを使ってその結果を比較検

討するもの．GPCPで使う降水量算出アルゴリズムを

良いものにしていこうという狙いだ．1回目は，列島を

くまなく覆う1，300ヵ所の雨量観測網と20の気象レーダ

という，世界でも有数のシステムと静止気象衛星を運用

する日本を舞台に今実施されており，来年3月には結果

がまとまる．2回目は1991年に英国域を対象に行われる

予定である．

　「開発途上国も含めた全世界の気象機関の協力」と

「GPCCなどの関連各センターの活動」，「アルゴリズム

国際比較実験」が三位一体となってGPCPは推進され

ているのである．
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GOES降水強度指数（Arkin，1979）に基づく

5日間および月積算降水量の算出。
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保存とユーザーサーピス。
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